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                         2026 年 08月 18 日 第 1 版 

 取扱説明書   

              WSE-1390 ミニゲル作製器                      

はじめに                           

このたびは『WSE-1390 ミニゲル作製器』をお買いあげいただき、ありがと
うございます。お客様が本装置を十分にご利用いただけますよう、本取扱説

明書（本書）を本装置とともにお届けいたします。 

初めて本装置をお使いいただく方だけでなく、既に使用経験をお持ちの方も、
本書を熟読いただき、内容をご理解ください。 

本装置を初めてご使用する方は、始めから順番にお読みください。 

また本書には使用方法のほか保守、サービスなどに関する内容も含まれてお
りますので、常に手元に置き有効に活用するようお願いいたします。 

ご購入いただいた製品や取扱説明書についてご質問がございましたら、ご遠
慮なくお問い合わせください。 

取扱説明書について                      

ご使用の前に本書をよくお読みください。お読みになった後も、いつでも見

られるように必ず保管してください。また本装置を移動する際は、必ず本書
を添付してください。 

本書の乱丁や落丁等の不備、あるいは紛失、汚損した場合には新しい取扱説

明書をご提供いたします。お手数ですが購入先または弊社顧客部までお問い
合わせください。その際には製品名と型式をお知らせください。 

本書の内容に関しては万全を期して作成いたしましたが、万一不審な点や誤

り、記載漏れ等がありましたら弊社顧客部までご連絡ください。 

安全に関するご注意                      

本装置を安全にご使用していただくには正しい操作が不可欠です。ご使用前
に本書をよくお読みになり、十分に理解されるまで操作しないでください。

また、本書に記載した使用方法および安全に関する注意事項は、本装置を指
定の使用目的で使用する場合のみに関するものです。本装置を取扱説明書記
載以外の使用目的および使用方法で使用しないでください。なお、本装置を

取扱説明書に記載されていない方法・目的で使用すると、必要な安全対策は
全て操作者の責任となります。 
初めて装置を操作される方は、正しい知識を持った経験者の指導を受け、原

理・方法をご理解ください。また、初めて操作を行う方だけでなく、専門教
育を受けた使用経験をお持ちの方も取扱説明書を手元に置き有効にご活用
ください。 

安全記号について                       

本装置を安全にご使用いただくため、また安全な状態に保つため、取扱説明
書および装置本体には、次の記号を表示しています。記号の意味をご理解い
ただき、各項目をお守りください。 

 

この表示の内容を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または重

傷を負う危険が切迫して生じることが想定されることを示します。 

 

この表示の内容を無視して誤った取り扱いをすると、人が死亡または傷

害を負う可能性が想定されることを示します。 

 

この表示の内容を無視して誤った取り扱いをすると、物的損害の発生が

想定されることを示します。 

 この表示は、禁止する行為を示します。 

 この表示は、重要な部分に関しての情報を示しています。 

 この表示は、操作に関してヒントの部分を示しています。 

ご使用上のご注意                        

火災や感電、その他の事故、故障を防ぐための注意事項です。内容をご理解
いただき、必ずお守りください。 

   危険                           

試薬類 

 

電気泳動では緩衝液の作製、染色、脱色操作などで劇物、危険物、発ガン

性を持つ物質等を使用する場合があります。直接人体に接触させないで

ください。 死亡事故や火傷など人体に障害を引き起こす原因となる恐れ

があります。薬品を使用する場合は、手袋やマスクなどで身体の保護を

行った上、薬品に貼付されている取扱上の注意を熟読し、お守りくださ

い。 

   警告                          

設置場所 

 

ぐらついた台の上や傾いたところ、振動の激しいところなどへの設置

は避けてください。水平で安定なかたい表面をもつ実験台上に設置し

てください。転倒による故障の原因となる恐れがあります。 

シール類 

 

シールは、剥がさないでください。剥がれた場合や汚れて読めなくなっ

た場合は、弊社にご連絡ください。 

   注意                           

泳動 

プレート 

 

本製品に適合する泳動プレートの組合せは以下の通りです。 

「MEA-12 と MEB-02」、「MAB-10N と MB-00」、「MAB-10 と MB-00」、 

上記以外の泳動プレート（既製ゲル用泳動プレートも含めて）は使用で

きませんので、ご注意ください。 

シール類 

 

銘板シールは製品の保守や管理の上で重要な情報です。剥がさないでく

ださい。 

その他のご注意                        

用途 
本装置は研究用理化学機器です。医療機器ではありませんので、医療に関す
る判定や治療の効果の確認など医療行為には使用できません。 

輸出 
特定の役務または貨物の輸出は、外国為替法および外国貿易管理法の政令／
省令で規制されており、本製品にもこの規制が適用されます。 

政令に非該当の場合でもその旨の書類を税関に提出する必要があり、該当の

場合には経済産業省で輸出許可を取得し、その許可証を税関に提出する必要
があります。弊社製品を輸出する場合には、事前に購入先または弊社顧客部
にご確認ください。 

商標・著作権 
この取扱説明書に記載されている会社名、商品名、製品名などは、一般に各
社の商標もしくは登録商標です。取扱説明書の一部または全部の転載、複写
は著作権の許諾が必要です。製品の仕様ならびに取扱説明書の内容は予告な

く変更することがあります。 

開梱時の確認                          

製品がお手元に届きましたら、本体および付属品が正しく同梱されているか、
または破損がないか確認してください。万一、不備・破損等がございました

ら、ご購入の販売店または、弊社へ至急ご連絡いただきますようお願いいた
します。開梱時の確認は、製品がお手元に届いてから 1 週間以内にお願いい
たします。1週間を過ぎますと破損および不足品の保証が受けられなくなる

場合があります。 

機器構成                             

本体 

構成 数量 材質 

WSE-1390 ミニゲル作製器本体 

      パッキン付きフタ（2 枚） 
1 PC、PP 

ノッチ泳動プレート （MEA-12 型） 2 ガラス 

プレーン泳動プレート （MEB-02 型） 2 ガラス 

スマイリングレスミニコウム （12 検体） 2 PP 

シリコンシート 2 シリコン 

各部の名称と機能                       

本体 

 

 

 

 

 

パッキン付きフタ 

 

 

 

 

 

 

泳動プレート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

準備                             

ゲル緩衝液 

下表のゲル緩衝液は 4 倍濃度です。ゲル溶液に 1/4 容量添加してください。

例えば 12 mL のゲル溶液を作製する場合は、3 mL 添加します。 

ゲル緩衝液の 

組み合わせ 
分離ゲル緩衝液 濃縮ゲル緩衝液 特徴 

Native/SDS/ 

DNA-PAGE 用 

WSE-7310 

EzGelAce 

WSE-7310 

EzGelAce 

作製したゲルは約 1か

月冷蔵保存可能。 

Native/ 

SDS-PAGE 用 

WSE-7150  

EzGel Sep 

WSE-7155  

EzGel Stack 

Laemmli 法に準拠し

たゲル作製用緩衝液。 

SDS-PAGE 用 
0.4％SDS、 

1.5M Tris/pH8.8 

0.4％SDS、 

0.5M Tris/pH6.8 

Laemmli 法に準拠し

たゲル作製用緩衝液。 

ゲル組成 

ゲル１枚当たりに必要な分離ゲル溶液容量は 12 mL です。濃縮ゲル溶液量は

2～4 mL です。2 枚作製するときは 2 倍の容量をご準備ください。 

  分離ゲル (ゲル 1 枚当たり) 濃縮ゲル  

ゲル濃度 5% 7.50% 10% 12.50% 15% 4.50% 

蒸留水 7.0 mL 6.0 mL 5.0 mL 4.0 mL 3.0 mL 2.4 mL 

30％アクリル 

アミド/ビス溶液 
2.0 mL 3.0 mL 4.0 mL 5.0 mL 6.0 mL 0.6 mL 

ゲル緩衝液  

(４x 濃度）  
3.0 mL 3.0 mL 3.0 mL 3.0 mL 3.0 mL 

1.00 

mL 

10% APS 60 µL 60 µL 60 µL 60 µL 60 µL 40 µL 

TEMED 6 µL 6 µL 6 µL 6 µL 6 µL 4 µL 

 

使用方法                        

 

 
 

 

 

【泳動プレート（MEA-12 と MEB-02）を使用する場合】 

① シリコンシートが設置ガイドライ

ンの内側に収まるように配置しま

す。シートの表面は粘着性があるた

め、本体の設置面に 50～70％エタノ

ールを約 1 mL 噴霧し、シートを滑

らせて位置を調整してください。空

気が入らないようにしっかり密着

させ、余分な液は本体を垂直に立て

て、ペーパータオルなどで拭き取り

ます。 

※消毒用エタノールの代わりに蒸

留水を使用する場合は、10 mL 以上

使用してください。 

※作製器を保管するときは、カビの

発生や材質の変性を防ぐため、エタ

ノールや蒸留水を残さず、十分に乾

燥させてください。 

※シートがガイドラインよりも外

側にはみ出すと、スペーサー部分な

どに余分なゲルが形成される原因

となりますので、ご注意ください。 

② パッキン付きフタを、裏面を上に

して置きます。 

③ ノッチ泳動プレートを、スペーサー

が貼付されている面を表側、ノッチ

部を上側にして、パッキン付きフタ

の上に置きます。 

④ プレーン泳動プレートを、ノッチ泳

動プレートの上に重ねて置きます。 

⑤ 本体を垂直に立て、パッキン付きフ

タの上に置いた泳動プレートがずれ

ないように手でしっかり押さえなが

ら、パッキン付きフタのガイド突起

を本体のガイド孔に差し込みます。 

⑥ フタを本体側へ倒してぴったりと合

わせます。続いて、本体両側のヒン

ジをフタ側へ倒し、ヒンジの爪をフ

タのヒンジ保持部に引っ掛けて固定

します。 

⑦ 分離ゲル溶液（約 10 mL）を、必

要に応じてピペットなどを使用し、

ノッチ泳動プレートの切り欠き部

分から静かに注ぎ入れます。注入直

後は液面が安定しないため、しばら

く待ってから、パッキン付きフタに

示された分離ゲルラインまで分離

ゲル溶液を追加します。 

⑧ マイクロピペットなどで数百 µL の

蒸留水を、分離ゲル溶液の界面を乱

さないように静かに重層し、約1時

間静置して重合します。 

⑨ 重合が完了すると、分離ゲルと蒸留水の

間に界面が視認できるようになります。

重層した蒸留水をろ紙やペーパータオ

ルなどに吸わせて、完全に除きます。 

⑩ 重合した分離ゲルの上に、濃縮ゲル溶液

を注ぎ入れ、泳動プレートの上端まで満

たします。 

⑪ スマイリングレスミニコウムを、ストッ

パーがプレートの切り欠きに接触する

まで差し込みます。約 30 分で、重合は

完了します。 

 

 

 

 

⑫ ヒンジを解除し、パッキン付きフタをゆ

っくり開きます。重合後のゲルが剥離し

ないよう注意し、ゲルを上方向へ滑らせ

るようにして回収します。 

※ シリコンシートに泳動プレートが密着

している場合は、無理に剥がさないでくだ

さい。スパーテルなどを使用して、泳動プレ

ートからゲルが剥離しないよう注意しなが

ら、ゆっくりと剥がしてください。 

アクリルアミドのモノマーには神経毒性があります。取扱う場合に

は手袋など身体の保護を行ってください。 警告 

素手で操作すると、実験器具や溶液が汚染され、正確な実験結果が得られな

い場合があります。泳動プレートの汚れは、ゲル注入時の気泡発生の原因と

なるため、十分に洗浄してください。また、ゲル作製器は使用時以外にヒン

ジで固定しないでください。シリコンパッキンの弾性が低下し、液漏れの原

因となるおそれがあります。 

コウムの歯に、気泡が付着しないように

注意してください。 ウェルの形状が、

正しくできない原因になります。 

二次元用ミニフラットコウムの場合 

 

二次元用ミニフラットコウム

を使用する場合は、フタ側に

プレーン泳動プレート、本体

側にノッチ泳動プレートを配

置して、作製器を組み立てて

ください。 



⑬ 泳動プレートにゲル溶液が付着している

場合は、ペーパータオルで拭き取るか、蒸

留水ですすぎます。重合した余剰ゲルが付

着している場合は、ペーパータオルを密着

させて剥がすか、スパーテルなどを用いて

取り除いてください。 

 

 

【旧型泳動プレート（MAB-10N/MAB-10）を使用する場合】 

① シリコンシートを本体から取り外し

ます。 

② パッキン付きフタを、裏面を上にし

て置きます。 

③ ノッチ泳動プレートを、スペーサー

が貼付されている面を表側、ノッチ

部を上側にして、パッキン付きフタ

の上に置きます。 

④ シールガスケットは、凸面を上に向け

て泳動プレートの上に載せます。この

とき、スペーサーとシールガスケット

が重ならないよう注意し、泳動プレー

ト上端とシールガスケット上端の位

置を合わせます。 

⑤ プレーン泳動プレートを、ノッチ泳動

プレートの上に位置がずれないよう

重ねて置きます。 

⑥ 上述の【泳動プレート（MEA-12 と

MEB-02）を使用する場合】のステップ

⑤以降と同様の方法で、ゲルを作製し

ます。 

 

 

仕様                             

型式・名称  WSE-1390  ミニゲル作製器    コード：2393050 

泳動プレート MEA-12 型／MEB-02 型  

泳動プレートサ
イズ 

120 mm (W) ×102 mm (L) 

ベース板厚：2 mm 総厚：5 mm 

ゲルサイズ   90 mm (W) × 92 mm (H) ×１mm (D)   

作製可能枚数    1 枚×2 連 

サンプルコウム   

スマイリングレスミニコウム RM10-12N 型  

12 検体（ウェル幅：3.2mm、ウェル厚：1 mm、約 30μL

／ウェル） 

材質   
ミニゲル作製器：PC、PP、シリコン、泳動プレート：

ガラス、コウム：PP 

寸法・質量   
190 mm (W) ×130 mm (H) ×66 mm (D) 

 0.61 kg（本体のみ）、0.84 kg (組立時) 

構成    

ミニゲル作製器（本体、パッキン付きフタ 2 枚）1 台 

泳動プレート（MEA-12／MEB-02 型）2 セット 

コウム（RM10-12N 型） 2 枚 

シリコンシート 2 枚 

取扱説明書 1 部 

 

保守                             

洗浄方法 

ゲル作製器 

ゲル作製器本体、パッキン付きフタ、シリコンシートは、ゲルが乾燥する前

に、水道水でゲル片などを十分にすすぐ、または浸漬してください。その後、

やわらかいスポンジに中性洗剤をつけて洗浄し、水洗い後、自然乾燥させて

ください。 

なお、金属たわしや金属繊維を含むスポンジなどの研磨性のある器具は使用

しないでください。作製器表面に傷がつき、ゲル作製時の視認性が低下する

原因となります。また、強アルカリやメタノールなど一部のアルコール、塩素

系溶剤、アセトンなどの有機溶媒との接触、および高温での乾燥は、ひび割

れ、変形、または変色の原因となりますので避けてください。 

パッキン付きフタのシリコンパッキンは、取り外して洗浄することができま

す。ゲル溶液が付着したまま放置すると、シリコンパッキンと溝の間にゲル

が固化して詰まったり、シリコンパッキンが硬化したりする原因となります

ので、ご注意ください。 

また、このような状態で使用すると、ゲル溶液が漏れるおそれがあります。使

用後は速やかに洗浄し、十分に乾燥させてから保管してください。 

泳動プレート・コウム 

使用した泳動プレート・コウムは、乾燥する前に水道水でゲルの破片などを

すすぎ（もしくは浸漬）やわらかいスポンジに中性洗剤をつけて洗浄し、自然

乾燥させてください。アセトン、アルコールなどの有機溶媒に接触させたり、

高温で乾燥させたりすると、ひび割れや変形･変色を生じる原因となります。 

保管方法 

直射日光の当たる場所、高温となる場所、および腐食性ガスにさらされるお

それのある場所で保管しないでください。 

ゲル作製器は、パッキン付きフタを本体にヒンジで固定しない状態で保管し

てください。フタを固定したまま保管すると、シリコンパッキンの弾性が低

下し、ゲル作製時にゲル溶液が漏れる原因となるおそれがあります。 

 

シリコンパッキンのセット方法 

① シリコンパッキンの底部が下側になる

ように向きを確認し、シリコンパッキン

中央部をパッキン付きフタ下部の溝中

央部にはめ込みます。 

② 溝の中央部から両端に向かって、シリコ

ンパッキンを引っ張らないよう注意し

ながら、上から押し込むようにして残り

の部分を溝にはめ込みます。このとき、

シリコンパッキンにねじれが生じない

よう注意してください。 

③ パッキン付きフタの表側から、シリコン

パッキンが正しく装着されていること

を確認します。ねじれや浮きがある場合

は、スパーテルなどを使用して溝に押し

込み、正しく装着してください。 

④ 最後に、シリコンパッキンを下側にした

状態で、パッキン全体が溝に確実にはま

るよう、上から手で押さえます。 

点検方法 

保管後に本製品を使用する際は、本取扱説明書をお読みいただくとともに、

以下の点検を行ってください。点検時に異常が認められた場合は、本製品を

使用せず、弊社までご連絡ください。 

ゲル溶液の液漏れや、通常の手順どおりに準備したにもかかわらずゲル溶液

が著しく不足するなどの問題が発生した場合は、以下の手順で確認してくだ

さい。 

① シリコンパッキンが外れていたり、ねじれた状態で装着されていないか

確認してください。異常がある場合は、シリコンパッキンを正しく装着

してください。 

② シリコンパッキン下側のカーブしている部分に深いしわがある場合や

幅が狭い場合は、いったん取り外し、再度装着してください。 

③ 本取扱説明書に記載されている手順どおりにゲル作製器を組み立て、純

水を上端から 0.5～1 cm 下まで注ぎ、約 1 時間静置してください。 

④ 水漏れがないことを確認してください。 

以上の確認を行っても、水漏れが解消されない場合は、弊社までご連絡くだ

さい。 

保証  

保証規定および保証期間に関しては、製品に添付された保証書をご参照くだ

さい。 

 

関連製品                             

コード 型式 品名 

2393955 WSE-1395  多連ミニゲル作製器 

2398401 MEA-12  泳動プレート（2 枚組）  ※ノッチ側です 

2398403 MEB-02  泳動プレート（2 枚組）  ※プレーン側です 

2398405 RMN-15 ミニゲル用泳動プレートセット   

2398350 RM10-12N 
スマイリングレスミニコウム 12 検体 

2 枚組(黄) 

2398352 RM10-14N 
スマイリングレスミニコウム 14 検体 

2 枚組(グレー) 

2398354 RM10-18N 
スマイリングレスミニコウム 18 検体 

2 枚組(赤) 

2398357 RM10-21N 
スマイリングレスミニコウム 21 検体 

2 枚組(ピンク) 

2393054 -  シリコンシート(WSE-1390 用)2 枚組  

2393057 
- シリコンパッキン(WSE-1390/1395 用) 

2 本組 

2321940 WSE-1300 ミニゲル電気泳動槽 

2321942 WSE-1300W ミニゲル電気泳動槽 (作製器付) 

2321690 WSE-1350 パジェラン Neo 

2321692 WSE-1350W パジェラン Neo (作製器付) 

トラブルシューティング                             

症状  対処法  

 

 

 

重合中にゲル溶液が

漏れる 

ゲル作製器が正しく組み立てられていない可能

性があります。泳動プレートおよびシリコンシー

トが、ずれや浮きのない状態で作製器内の所定の

位置にセットされていることを確認してくださ

い。また、ヒンジが確実に固定され、泳動プレー

トが均等に密着していることを確認してくださ

い。 

シリコンシートや泳動プレートにずれがある場

合は、一度取り外し、位置や向きを確認した上で、

再度正しく組み立ててください。 

ヒンジが正しく固定されていない場合は、一度ヒ

ンジを解除し、泳動プレートやシリコンシートの

位置を確認してから、ヒンジを確実に固定し直し

てください。 

シリコンシートが設

置しにくい 

シリコンシートの表面には粘着性があるため、消

毒用エタノールまたは蒸留水で本体の接触面を
濡らし、シリコンシートが強く密着しない状態に

してください。その後、シリコンシートを滑らせ
ながら位置を調整し、設置してください。 

設置後、本体を立てることで、余分な消毒用エタ

ノールまたは蒸留水を除去できます。ペーパータ
オルなどで軽く拭いてください。 

使用量の目安は、消毒用エタノールの場合は約 1 

mL、蒸留水の場合は約 10 mL です。 

シリコンパッキンの

ねじれ、しわ 

シリコンパッキンを取り外し、ねじれ、しわがな

いように正しく装着してください。 浮いている

部分がある場合は、スパーテルなどを使用して溝

に押し込み、正しく装着してください。 

ゲル溶液が漏れる 

シリコンパッキンが

装着しにくい 

「点検方法」の手順に従って、水漏れの有無を確

認してください。点検後も水漏れが改善しない場

合は、シリコンパッキンが劣化している可能性が

あります。新しいシリコンパッキンをご購入いた

だくため、弊社までご連絡ください。  

濃縮ゲルが短い 

使用した泳動プレートが、本装置に適合していな

い可能性があります。本装置では、「MEA-12 と
MEB-02」、または「MAB-10N と MB-00」、「MAB-

10 と MB-00」の組合せ以外の泳動プレート（既
製ゲル用泳動プレートを含む）は使用できませ

症状  対処法  

ん。適合する組合せをご確認の上、ご使用くださ
い。 

ウェルが浅い  

濃縮ゲル溶液が不足している可能性があります。

泳動プレートの上端まで濃縮ゲル溶液を注いで
ください。 

ウェルが浅い 

濃縮ゲルが十分に重合していない可能性があり

ます。重合開始剤（APS、TEMED）を新たに調製

し直す、ゲル上部をプラスチックラップで覆うな
ど、重合しやすい環境にしてください。 

泳動プレートをセッ

トした際に、大きな

隙間が生じる 

作製器本体にシリコンシートが装着されていない

可能性があります。「MEA-12 と MEB-02」の組合せ

の泳動プレート（総厚 5mm）を使用する場合は、

必ずシリコンシートを装着し、本体に表示されてい

るシリコンシート設置ガイドラインの内側に収ま

るように配置してください。 

ヒンジがとまらない 

「MAB-10 と MB-00」または「MAB-10N と MB-

00」の組合せの泳動プレート（総厚 7 mm）を使
用する場合は、作製器本体からシリコンシートを
取り外してください。 

ヒンジが劣化している可能性があります。直ちに

本製品の使用を中止し、恐れ入りますが弊社まで
ご連絡ください。 

スペーサー部分にゲ

ルが出来る  

シリコンシートが、本体のシリコンシート設置ガ

イドラインからはみ出している可能性がありま

す。シリコンシートが設置ガイドラインの内側に
収まるように配置し、本体に軽く密着させてくだ
さい。 

プレーン泳動プレートとノッチ泳動プレートが、

平行かつ密着した状態でセットされていない可
能性があります。泳動プレートやシリコンシート

などにずれがなく、作製器内に正しくセットされ
ていること、およびヒンジが確実に固定されてい
ることを確認してください。 

お客様窓口 

受付時間：AM9：00 ～ PM5：30（平日） 

アトー株式会社 本社 顧客部 

〒111-0041 東京都台東区元浅草 3 丁目 2 番 2号 
TEL (03) 5827 - 4861 

FAX (03) 5827 - 6647 
URL https://www.atto.co.jp/ 

アトー株式会社 大阪支店 

〒530-0044 大阪府大阪市北区東天満 2丁目 8番 1 号 
若杉センタービル別館５階 
TEL (06) 6136 - 1421 

FAX (06) 6356 - 3625 

 
修理のときは 

受付時間：AM9：00 ～ PM5：30（平日） 

アトー株式会社 技術開発センター  

メンテナンスサービスグループ 
〒110-0016 東京都台東区台東 2 丁目 21番 6号 

TEL (03) 5818 – 7567 
FAX (03) 5818 – 7563 

 


